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Title 
How do we design nanoliposomes that will prey on particles?  
粒子を捕食するようなナノリポソームをどう設計しましょうか？ 
 
Abstract 
ナノサイズの脂質カプセルであるナノリポソーム（ナノベシクル，ナノ小胞）は，様々な

性質の分子を内包することができるため，化粧品，食品技術，農業，がん診断，薬物送達，

治療の分野で，機能性分子を送達するためのテーラーメードなナノ小胞に関して広く研究

されている．このような広範で有望な応用に対して，ナノサイズ小胞には安定性，再現性，

分子封入効率の向上などの課題があり，その改善と実現には，小胞形成メカニズムの基礎

的理解が不可欠となっている．我々は，古典小胞形成理論を再訪し，局所力学物性変化に

よる制御されたナノ小胞形成法を提案し，分子動力学シミュレーションを用いて数値的に

実証している．本講演では，まずその基礎となる脂質膜の分子動力学シミュレーションと

その超音波ドラッグデリバリーシステム研究への応用事例を紹介した後に，本発表に関わ

るナノ小胞形成研究成果の一部を（少しだけ理論を含めて）紹介し，制御されたナノ小胞

形成を実験的に達成するにはどこに障壁があるか？などを幅広く議論したい． 
 
Biography 
徳島大学理工学部機械科学コース准教授．彼は大学院時代（約 20 年前）にインペリアルカ

レッジロンドン医学部・超音波医学研究室で研究をしたことから生体医工学研究に目覚め，

それ以来，生体医工学技術を分子・マイクロスケールで基礎付ける仕事に携わっている．

特に，物理的手法を用いたドラッグデリバリーシステム開発，肺治療，診断に焦点を当て，

脂質系の非平衡分子動力学シミュレーション，肺微小構造の数学的モデリングと力学的解

析などの先端技術を駆使して研究を進めており，彼のグループの理論，アルゴリズム，コ

ードは，世界の様々な研究分野で広く利用されている．最近では，肺関連研究として，新

生児肺治療に対する生体医工学技術の潜在的影響を探求している．また，本セミナーに関

連して脂質系の非平衡分子動力学シミュレーションから実証されるナノリポソーム生成法

のアイデアの，実験的な実現化を模索している． 
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